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1. 病院と診療科の特徴

2. 初期研修のポイント

3. 呼吸器専門研修のポイント

4. 研修の実際

内容



１．当院の概要 ～研修について～

✓高知大学医学部・附属病院は高知県南
国市にあり、高知市内から車で20分、南
国インターから５分程度ののどかな場所に
あります。

✓高知大学医学部附属病院（病床数
613床）は、「高知県民に最良の医療を
提供する」をスローガンに「おらんくの大学病
院」として開かれた地域の中核病院です。

✓基本理念として当院は、建学の精神である
「真理の探究」、「敬天愛人」に基づき、医
療人としての人格をかん養し、人間味豊か
な良き医療人の養成、地域医療に貢献で
きる医療人の養成、国際的に活躍できる
医療人の養成を目指しています。



２．初期研修のポイント
✓研修医それぞれが異なる将来像を描いているはずです。おなじ理念のも
とで研修していても、個人に適した研修内容があります。どのような希望に
も応えられるよう8のプログラムを用意し、各分野のアドバイザーがよりよい
ローテート研修プラン立案をお手伝いします。

✓安心・安全な研修のためのオリエンテーションが組まれています。救急研
修もステップを踏んで、救急の現場に出ていただきます。

高知大学医学部附属病院
医療人育成支援センターHpより



２．初期研修のポイント
✓大学病院を中心とする研修病院群を形成し、さまざまな医療機関での臨床研修を
組み入れることができます。

✓「地域で生活しながら、へき地医療を学ぶ」、真の地域医療研修を用意しています。
7つの地域から選択することができます。

✓研修医ルーム、学習スペース、ネット環境といった環境整備も充実しています。

✓研修医と研修センターとの月１回のミーティングを通じて、研修システムの改善や環境
整備の推進を行っています。

高知大学医学部附属病院
医療人育成支援センターHpより



２．初期研修のポイント
✓経営収益により、自己資金によるPETセンター設置、高額医療機器の更新・導入に
充当しています。

✓初期研修修了後も安心して専門医研修や大学院での研究ができるよう、処遇を改
善しています。

✓院内保育所の設置、女性医師キャリア形成支援プログラムなど、女性医師をサポー
トしています。

✓ホスピタルローソンやタリーズコーヒーなど院内アメニティーも充実しています。

高知大学医学部附属病院
医療人育成支援センターHpより



➢患者対応について、問診、診察、検査、結果の考察の流れを学び、自分で

問診や診察を行い、検査を計画することができる。

➢呼吸器疾患について病態から検査、治療まで学び、呼吸器内科領域の基

本的な診療ができる。

➢動脈血ガス検査やルート確保、胸腔穿刺などの呼吸器内科領域で必要な

基本的手技を身につけることができる。

➢指導医への報告時やカンファレンスで、情報をまとめて、簡潔に説明すること

ができる。

若手の指導医から上級医まで、いつでもみんなを待っています！

２．初期臨床研修の目標



まずは希望を聞いてそれぞれの研修医の先生に合わせた研修を考えるので、

無理なく研修できる。

勉強できる疾患

⚫ 呼吸器疾患（肺炎、気管支喘息、

COPD、間質性肺炎、肺癌など）

⚫ COVID-19を含めた感染症

⚫ 他の内科的疾患

学べる手技

⚫ 血液ガス検査（採血できるようになります！）

⚫ ルート確保（絶対上達します！）

⚫ 胸腔穿刺

⚫ 気管支鏡検査

肺機能検査や胸部x線検査など画像の読み方も一緒に学べる。

急性期から慢性期診療まで、緩和ケアまで幅広く関わり方を研修できる。

２．当科での初期臨床研修について



３．呼吸器専門研修のポイント

✓教授以下、21名の医局員（関連施設研修中も含む）により、高知県の東
（室戸）から西（土佐清水、足摺）、県外から受診される多くの患者を診察
している。

✓男性 11名、女性 10名で、女性も働きやすい環境です。

✓他科との連携・カンファレンスを行っており、院内でも円滑で活動的なチーム医
療を行っている。
肺癌カンファ：呼吸器内科、呼吸器外科、病理診断部、放射線科

膠原病カンファ：呼吸器内科、膠原病内科、皮膚科

アレルギーカンファ：呼吸器内科、小児科、眼科、皮膚科、耳鼻科、薬剤部、栄養管理部



３．呼吸器専門研修のスケジュール

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

午前 外来日 合同医局会
回診

外来日

午後 16時～
カンファレンス
（放射線治療科
合同）

気管支鏡検査

17時 研究回診
抄読会

（隔月）

膠原病カンファ
アレルギーカンファ

隔週

17時半～
カンファレンス
（呼吸器外科）

気管支鏡検査

内科専攻医は週の決めた時間に必ず症例登録の時間を確保するようにしています！



診療

⚫外来患者、入院患者、救急対

応など幅広く対応

⚫自分で問診から治療まで検討

⚫患者・家族への説明

⚫ガイドラインの活用

技術

気管支鏡検査

胸腔穿刺・ドレナージ

呼吸管理

教育

⚫研修医や後輩の指導

⚫学生教育、呼吸器内科の

魅力を伝える

研究

⚫大学院への入学

（社会人枠も利用）

⚫身近な臨床研究から基礎

研究に取り組む

⚫積極的に多施設の研究に

も携わる

３．呼吸器専門研修での目標



✓専門研修では、個々の希望に合わせたキャリアパスを形成し

多様な研修ができます！！

✓呼吸器・アレルギー内科領域の幅広い分野の研修ができます。

✓研修の中で専門分野や研究内容を自由に選択することができ、希望する専門

医や学位の取得ができます。

✓上級医の指導を受け、国内外での学会発表や論文作成を行うことができます。

✓国内外留学も奨励しています。

✓子育て中のパパ、ママのワーキング体制についても時短や当直免除など柔軟に

対応します。イクメンパパも多数います！

３．当科におけるキャリアパス



１年 ２年

診療以外の

キャリア
－ －

償還期間

消化年数
　１年 ２年

あき総合病院

土佐市民病院

幡多けんみん病院

のいずれか

高知大学※１

４年 ５年

―　５年 　９年３年 　６年

初期臨床研修期間

診療あるいは研究の

ため、国内・国外

留学（希望者）

高知大学・高知医療センター・近森病院※２

高知大学病院

あき総合病院

幡多けんみん病院

近森病院

高知医療センターなどの専門医として勤務

研修施設名 高知県下の研修病院 高知大学

１７年１０年 １１年 １２年 １３年 １４年 １５年 １６年

高知大学

 

―

７年 ８年 ９年

あき総合病院

土佐市民病院

野市中央病院

幡多けんみん病院など

卒後年数 ３年 ６年

大学院（社会人枠）にて学位取得を目指す

内科専門研修プログラム
専攻医

内科専門医

サブスペシャルティ
呼吸器、腫瘍

あるいはアレルギー専門医
総合診療ダブルボード

※１ 1～2年間は高知市・南国市外での研修を確保する（本人希望や医局の状況にあわせて）

※２ 1.5～2.5年は高知市・南国市外での研修を確保する（本人希望や医局の状況にあわせて）

✓ まずは内科専門医取得を目標に！

✓ 地域枠の医師は地域での研修も積極的に！

３．当科におけるキャリアパス

高知医療センター



４．医局の雰囲気
～よく遊び、よく学ぶ、よく飲む？～

日本呼吸器学会中国四国地方会で受賞者多数
（毎回1－2人）

その裏では、厳しい予演会や上級医による発表の
個別指導も繰り返し行ってます。研修医へ熱血指導中

日本呼吸器学会中国四国地方会

親睦会にて



４．医局の雰囲気

第６２回日本呼吸器学会学術総会にて

仲良く団結力のある
医局です。

ゆるキャラ しんじょう君と



呼吸器疾患について学ぶことができまし

た。血液ガス採取や胸腔穿刺、気管支

鏡検査などの手技も優しくご指導いただき

ました。

（胸腔穿刺をマスターしました！）

今年度より後期研修医として母校でお世

話になっております。呼吸器内科は疾患の種

類が多く、手技や検査も多岐にわたるため、

自分が興味のある分野に出会いやすいです。

周囲の先生方に相談しやすい環境であり、

充実した研修を送ることができております。

これからも日々精進し、成長していきたいと

思っております。

高知大学医学部附属病院

初期研修医１年目 近藤孝哉先生

高知大学呼吸器・アレルギー内科

内科専攻医１年目 山﨑悠司先生

４．初期研修医・専攻医の先生の声



４．女性医師・若手医師の声

私は現在育児中で、非常勤とし
て週5日6時間ほど勤務、当直
や休日出勤等完全免除で働か
せていただいています。非常勤
の場合は自分の状況によって
完全に自由に勤務時間が選択
でき、こどもが生後半年くらい
の時は週1回午前中の外来応
援のみという働き方をしていた時

期もありました。こどもの急な発熱や学校行事によるお休み
も取得でき、休みが続いてしまう時も、男女共にお子さんが
いらっしゃる先生方も多いからか非常に理解があり、休み明
けにはお子さんの体調大丈夫？と気にかけていただけるくら
いです。試行錯誤の毎日ですが、なんとかキャリアを継続で
きています。

卒後11年目 卒後5年目

呼吸器内科に入局して、
上級医の先生方とはどな
たとも接しやすく雰囲気の
良さを感じています。処置
のことや治療のことなどわ
からないことは一人で抱え
込まず相談しながらやって
います。休暇も非常に取り
やすく、急に休むことがあったとし

ても、みんなで協力しながらカバーすることができて
います。また、子どもを持っている方も多いので、治
療のことだけでなく、子育てのことなど仕事以外のア
ドバイスももらえます。



一緒に働きましょう！

高知大学医学部呼吸器・アレルギー内科HP http://kochi-u-kokyukinaika.jp/

「幸せとは何か。」
患者さんにとって、医局員にとって。
地域に、社会に貢献し、
より良い未来を創るために、
私たちにできることを追求し続ける。

高知大学 医学部 呼吸器・アレルギー内科高知大学医学部 呼吸器・アレルギー内科

http://kochi-u-kokyukinaika.jp/
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